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である。第 1 部で、2010 年「第 1 回仏教教化事例発表大会」での教化活動
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人々に近づき、彼らの心情の深いところに寄り添い、理解と共感に努めて
いる。私が知りたいと思ったのは、そうした僧侶らが、その時、あるいは
その後に、彼らの内面で何が起きたのか、である。それを垢の付いた仏教
用語や、第三者による評価を気にするような言葉に置き換えてもらいたく
ない。社会活動に踏み出す僧侶の姿も変化ではあろうが、それを己の「使
命」とみなす内面の構え（神 p.264）も変化ではなかろうか。社会分析のた
めの「内と外の壁」は、僧侶個人の生き方を決めるギリギリの地点の動き
が捉えきれていない。 
社会活動への関与がもたらす内面の変化に関して、おそらく本書執筆者
はその関心を徹底させていなかったのではないかと思われる。それは、執
筆者の自己表現に関して執筆者どうしで意見交換がなされた形跡がみられ
ない。「僧侶」「仏教者」「宗教者」の自己表現が、あたかも執筆者の好
みで記述されている点にそれが如実に表れている。執筆者各位が、宗派を
同じくせず、個々の宗教信条の根幹に関しての意見交換が困難であること
は想像できる。しかし、本書で紹介されているような社会活動を通じた現
実への深い関与は、実践者の心身のありようを規定し、困難な現実に立ち
向かう個々の経験を通じて自然
じ ね ん
に形をなした言葉があるに違いないと考え
る。各宗派で教義と化した先師先哲の言葉も、本書で紹介されている社会
活動に参画する僧侶と同じ現実経験の基に生まれてきたはずだからであ
る。 
論文では、仏教者の社会観の問い直しを含む仏教者自身の自己変革の必
要性が述べられていた（山崎 pp.222‐225）。そして、その変革が錦の御旗
にならないよう注意の要することにも触れている。この自己変革に伴う苦
悩を仏教者が赤裸々に語った時、島園の言う外の人間である我々は、初め
て彼らの言葉に同時代を生きる同じ人間の血潮を感じ取るに違いないと思
う。 
気に留めるほどではないのかもしれないが、我々は「装置」を装置たら
しめるための存在ではないことを注記したい（p.81）。教化する側と教化さ
れる側の境界線の設定が、教化活動のためだけでなく、教化する側の自己
確認・反省の材料でもあることを認識すべきではなかろうか。 
最初から最後まで、どこから読み始めても、社会貢献のための活動に参
加する僧侶の出現は、我々にとって嬉しい限りであることを痛感させても
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らえる一書である。そうであればこそ、我々の視野にある僧侶への願いを
込めて、なにか伝えるべきことがないかを私なりに思案した末の書評とな
った。タイにおける開発僧の動向との比較などが論じられるはずの書評依
頼であったであろうが、自身の研究の進展が遅々としてまとまりをなさず、
諸賢の期待を裏切ること、恥ずかしい限りである。 
